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※不測の事態が発生した場合の諸連絡 

災害や感染症の流行等により，試験日程や選抜内容等に変更が生じた
場合は，次のホームページ等により周知しますので，出願前や受験前は
特に注意してください。 
 

◇ 情報学部ホームページ 
  ＵＲＬ https://www.i.nagoya-u.ac.jp 
◇ 連絡窓口 
  情報学部 教務学生係 
  ＴＥＬ 052－789－4728/4823 



令和９年度名古屋大学情報学部 

第３年次編入学学生募集要項 

 

アドミッションポリシー 

情報学部は，情報学の各分野の研究者になりうる人材のみならず，情報学を駆使して，新しい価値の創

出，課題の発見と解決，情報社会の基盤的仕組みの構想・設計等ができる人材，あるいは，企業や政府機

関・国際機関等の組織を情報の観点からマネジメントできる人材，情報学に通じた科学諸分野の研究者に

なりうる人材を養成することを目標としています。そのため，このような人材育成の基盤となる次のよう

な資質を持った多様な学生を，幅広く対象として入学者選抜を実施します。 

ア 幅広い情報学の知識とスキルを身につけるために必要な，十分な基礎的学力を有していること。 

（3学科共通） 

イ 情報の観点から世界を理解し，情報技術を駆使して諸科学を革新しようとする意欲を有すること。 

（主に自然情報学科） 

ウ 社会の抱える問題と未来の社会像について問題意識をもち，情報学を用いて問題を解決し価値を創造

しようとする意欲を有すること。（主に人間・社会情報学科） 

エ 社会と調和し，社会に価値をもたらす情報技術を創造しようとする意欲を有すること。 

（主にコンピュータ科学科） 

 

そこで，第３年次編入学の学生として，情報学部に対する明確な志向と勉学の熱意を持ち，学習成績・

人物ともに優れ，特に情報を活用して人類の課題に挑む意欲のある者を以下の選抜方法により，募集しま

す。 

 

Ⅰ．募集人員 

 

募集年次 学  科  名 募集人員 

３年次 

自 然 情 報 学 科 ４名 

人間・社会情報学科 ４名 

コンピュータ科学科 ４名 
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Ⅱ．出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者。（本学在学者は除く。） 

1 同一の大学に 2年以上（休学期間を除く。）在学し（令和 9年 3月 31日までに 2年以上在学となる

者を含む｡），62単位以上を修得した者及び令和 9年3月31日までに修得する見込みの者 

2 学校教育法第104条第 4項の規定により学士の学位を授与された者及び令和 9年3月31日までに授

与される見込みの者 

3 短期大学又は高等専門学校を卒業した者及び令和 9年3月31日までに卒業する見込みの者 

4 学校教育法第132条の規定により専修学校の専門課程を修了した者及び令和 9年3月31日までに修

了見込みの者 

5 学校教育法第 58条の 2の規定により高等学校の専攻科の課程を修了した者及び令和 9年 3月 31日

までに修了見込みの者 

6 学校教育法施行規則附則第 7条の規定により大学の第 3年次に編入学することができる者 

7 外国の短期大学を卒業した者及び令和 9年3月31日までに卒業見込みの者 

8 外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施

設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を我が国において修了した者及び令和 9年

3月31日までに修了見込みの者（学校教育法第 90条第1項に規定する者に限る。） 

9 外国において，学校教育における 14年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の期間

を含む。）を修了した者及び令和 9年3月31日までに修了見込みの者 

（注）7，8，9により出願しようとする者は，出願資格を事前に確認しますので，令和 8年 6月 25日

（木）までに情報学部教務学生係に必ず問い合わせてください。 

 

 

Ⅲ．出願手続 

入学志願者は，次の手続により出願してください。 

 

1 出願期間 

令和8年7月8日（水）～同年7月14日（火） 16時必着 

 

2 出願方法 

「3 出願に要する書類等」を一括して本学部所定の宛名用紙を貼り付けた角形2号（33.2㎝×24㎝）

の封筒に入れ，簡易書留・速達郵便で下記送付先に郵送してください。持参による提出は認められませ

ん。 

  ＜送付先＞  〒464‒8601 名古屋市千種区不老町 B4-1（780） 

               名古屋大学情報学部教務学生係 
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3 出願に要する書類等 

編入学志願票等の所定用紙は，情報学部ウェブサイトからダウンロードし，A4版用紙に片面印刷のう

え記入してください。 

 出願書類等 注意事項 

① 志願票，受験票，写真票 本学部所定のもの 

志願票と写真票には写真（縦 4㎝×横 3㎝，正面向き，上半身，

脱帽で，出願前3ヶ月以内に撮影したもの）を貼付してください。 

② 志願理由書 本学部所定のもの 

③ 出願資格を証明する書類 最終学校又は在学中の学校の以下の書類 

・卒業（修了）証明書又は卒業（修了）見込証明書 

・大学在学中の者は，在学証明書（休学期間を除き 2年以上在学

又は在学見込である旨の記載があるもの） 

・中途退学の者は，在籍期間証明書（休学期間を除き 2年以上在

学していた旨の記載があるもの） 

④ 成績証明書 最終学校又は在学中の学校のもの 

中途退学の者は，それまでの成績証明書 

⑤ 英語外部試験の成績通知書 英語筆記試験は行わないので，英語外部試験：TOEIC L&R 公開テ

スト，TOEFL-iBT，IELTS，Duolingoの成績通知書（コピーの提出

可。ただしコピーを提出する場合は，自筆にて「この写しは原本

に相違ありません」と記載すること）を必ず提出してください。

また，令和 6年 7月 1日以降受験分を有効とします。成績通知書

のみ出願期間とは別に後日提出することができます。成績通知書

の最終提出期限は，令和 8年 7月 22日（水）16時必着とし，そ

れ以降はいかなる理由があろうとも受け付けません。提出の際は，

教務学生係あてに簡易書留・速達郵便で送付してください。なお，

一度提出した成績通知書の返却や差し替えはできません。また，

成績通知書が提出期限までに提出されなかった場合には，英語科

目は，欠席として取り扱います。 

⑥ 入学検定料 30,000円 入学検定料は，9ページの「コンビニでの入学検定料の払込方法」

を参照の上，コンビニエンスストアで払い込んでください。コン

ビニエンスストアで受領した「収納証明書」を志願票の所定欄に

貼ってください。 

入学検定料の払込方法 

(1)入学検定料 30，000円 

※別途，払込手数料（750円）が必要となります。 

(2)払込期間（日本時間） 

 令和8年5月8日以降～令和8年10月31日まで  

 出願期間に限らず入学検定料の支払いを行うことができます。 

 出願期間を十分に確認した上で、支払いを行ってください。 

(3)払込方法 

入学検定料の支払いは，コンビニエンスストア（日本国内のみ）

から行ってください。 

詳細については，9ページ「コンビニでの入学検定料支払方法」

を確認してください。 
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(4)入学検定料の返還について 

出願書類を受理した後は，納入済みの入学検定料は返還しませ

ん。ただし，以下に該当する場合は，納入された入学検定料を

返還します。なお，返還にかかる振込手数料は差し引きます。 

ア 入学検定料納入後，出願しなかった場合又は出願が受理さ

れなかった場合 

イ 入学検定料を二重に払い込んだ場合 

※入学検定料の返還は銀行振込で行われます。海外の銀行の口座

に返還する場合には，返還される金額は大きく減額される他，

返還に多大な日数を要しますので，入学検定料の納入は慎重に

行ってください。 

返還請求方法については， 

名古屋大学 受験生応援サイト NU START GUIDE 

（http://www.nagoya-u.ac.jp/admissions/index.html）を 

確認してください。 

⑦ 受験票送付用封筒 長形3号（23.5㎝×12㎝）の封筒に，郵便番号，受信場所，氏名

を記入し，速達用切手（410円）を貼付したもの。 

⑧ 合否通知用封筒 長形3号（23.5㎝×12㎝）の封筒に，郵便番号，受信場所，氏名

を記入し，速達用切手（410円）を貼付したもの。 

（注）⑦⑧について，郵便料金の改定が行われた場合には，改定時から新たな郵便料金を適用してくだ

さい。 

 

4 受験票の送付 

出願が受理された後，受験票を令和 8年7月24日（金）以降に各人に発送します。 

 

5 障害のある者等の出願 

障害のある者等で，受験上特別な配慮を必要とする者は，出願に先立ち，以下によりあらかじめ本学

部と相談してください。 

また，入学後の修学に関して相談の希望がある者は，お問い合わせください。 

① 相談の時期 

令和8年6月25日（木）まで 

② 相談の方法 

○申請書（志望学科，障害等の状況，受験上の配慮を希望する事項等を記載したもので，本人の連絡

先を記載したもの。様式は任意・用紙はＡ4サイズ） 

○障害等に関する医師の診断書 

○出身学校関係者等の添書（学校における修学状況及び学習上の配慮状況等を記載したもの） 

以上3点の書類を提出してください。なお，必要な場合には，本学部において志願者又はその立場

を代弁し得る出身学校関係者等との面接を行います。 

③ 連絡先 

 〒464‒8601 名古屋市千種区不老町 B4-1（780） 

       名古屋大学情報学部教務学生係 

       電話 052-789-4728/4823 
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6 その他 

（1） 出願資格等に関する照会文書は，令和 8年6月25日（木）までに届くよう，照会者本人の郵便

番号，受信場所，連絡先及び氏名をＡ4サイズの用紙に記入し，110円切手を貼った返信用封筒を

同封の上，下記あて行ってください。 

照会先 〒464‒8601 名古屋市千種区不老町 B4-1（780） 

          名古屋大学情報学部教務学生係 

（2） 必要に応じて出願書類について説明を求め，又は，さらに書類・証明書等の提出を求めることが

あります。 

（3） 提出された書類等に不備がある場合には，受理しません。 

（4） いったん受理した出願書類は，いかなる理由があっても返却しません。また，受理後の出願書類

の変更は認めません。 

（5） 志願票はじめ出願書類等に虚偽の記載をした場合は，入学決定後でも入学許可を取り消すことが

あります。 

 

 

Ⅳ．選抜方法 

入学者選抜は，提出された出願書類，第 1次選考（筆記試験），第 2次選考（面接）により行います。

受験者数によっては，第 1次選考（筆記試験）の結果をもとに，第 2次選考（面接）の受験者を選抜する

ことがあります。 

 

（1） 第1次選考（筆記試験） 

1．筆記試験における英語外部試験成績の採用（100点） 

本学部では，英語外部試験：TOEIC L&R公開テスト，TOEFL-iBT，IELTS，Duolingoの成績を英語の

成績とします。 

変換の目安は，下記の表のとおりです。下記の表は，The Educational Testing Network Service

のホームページにある変換表などを参考に作成したものです。 

 

TOEIC L&R TOEFL-iBT IELTS Duolingo 変換後の成績 

580 61 5 80 59 

649 69 5.5 95 66 

728 79 6 105 74 

807 90 6.5 120 82 

867 100 7 130 88 

956 109 7.5 140 97 

986 111 8 - 9 150 100 
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2．英語以外の筆記試験は次のとおりとします。 

 期日：令和8年8月 20日（木） 

 場所：情報学部講義室（詳細は全学教育棟本館北棟入口に当日掲示） 

 

自然情報学科 

教   科 時  間 備   考 

小 論 文 

（100点） 

9：30 ～ 10：30 出題される課題についての論述 

数   学 

（100点） 

11：00 ～ 12：00 高等学校程度の数学及び基礎的な微分積分，線

形代数の範囲で出題 

 

人間・社会情報学科 

教   科 時  間 備   考 

小 論 文 

（100点） 

9：30 ～ 10：30 出題される課題についての論述 

 

コンピュータ科学科 

教   科 時  間 備   考 

コンピュータ科学基礎 

（100点） 

9：30 ～ 10：30 情報理論，論理設計，プログラミング，アルゴ 

リズムに関する分野から出題 

数   学 

（100点） 

11：00 ～ 12：00 高等学校程度の数学及び基礎的な微分積分，線

形代数の範囲で出題 

 

（2） 第2次選考（面接） 

自然情報学科，人間・社会情報学科及びコンピュータ科学科 

 期日：令和8年8月 21日（金） 

 場所，受験者：情報学部講義室（詳細は全学教育棟本館北棟入口に当日掲示） 

次のとおり第2次選考（面接）を行います。第2次選考（面接）の受験者は，第1次選考（筆記試

験）の結果をもとに，決定します。第2次選考（面接）実施日の午前 11時までに掲示します。 

 

選考方法 時  間 備   考 

面   接 

（100点） 
12：00 ～ 1人10分程度 

 

 

Ⅴ．合格者発表 

令和8年8月27日（木）午後5時頃，情報学部玄関（全学教育棟本館北棟）に掲示発表するとともに，

郵送により各人あてに通知します。 

なお，掲示発表後，本学部ホームページにおいても発表します。ただし，これは受験生の便宜を図るた
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めの速報ですので，郵送される合否結果通知書により必ず確認をしてください。 

 

 

Ⅵ．入学手続き 

令和9年3月中旬に行います。詳細については合格発表後，郵送により合格者あてに通知します。 

 

 

Ⅶ．授業料等学生納付金 

  入 学 料      282,000円 

  授 業 料  前期分 267,900円 

         （年額 535,800円） 

【注】入学時又は在学中に学生納付金の改定が行われた場合には，改定時から新たな入学料額及び授

業料額が適用されます。 

 

 

Ⅷ．受験者心得 

1 第1次選考（筆記試験） 

（1） 試験当日は，9時00分までに情報学部玄関（全学教育棟本館北棟）で，受験に関する注意事項

の掲示を確認し，9時20分までに試験室に入室してください。 

（2） 試験室には，必ず情報学部発行の受験票を携帯し，係員の指示に従って机上の所定の場所に置

いてください。 

（3） 試験では，黒鉛筆（シャープペンシルも可），消しゴム，鉛筆削り（電動式を除く），時計（計

時機能だけのもの），眼鏡以外の用具は机上に置くことはできません。ただし，コンピュータ科学

基礎，数学の試験では定規（分度器付き定規は除く）・コンパスを持ち込み使用しても差し支えあ

りません。 

（4） 試験室では携帯電話や音の出る機器等は，アラーム設定を解除した上で電源を切ってください。

また，これらを身につけることは認めないので，かばん等に入れてください。 

 

2 第2次選考（面接） 

（1） 試験当日は，所定の時間までに情報学部玄関（全学教育棟本館北棟）で掲示を確認し，控室に

入室してください。 

（2） 面接の順番，実施方法等は当日控室で監督者が説明します。 

（3） 控室には，必ず情報学部発行の受験票を携帯してください。 

（4） 館内では，試験が終了し館外へ退出するまで携帯電話の使用を禁止します。アラーム設定を解

除した上で電源を切り，かばん等に入れてください。 

（5） 控室で面接の順番を待つ間は静粛にしてください。また，読書等をしても構いません。ただし，

電子機器・通信機器等の使用は禁止します。 

 

3 その他 

（1） 志願者に対する通知は，すべて志願票に書かれた連絡先に対して行います。 
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（2） 受験の際の宿泊施設等の斡旋はしません。 

 

 

Ⅸ．その他 

（1）個人情報の取扱い 

住所・氏名・生年月日その他の個人情報は，入学選抜，合格発表，入学手続き及びこれらに付随する

事項並びに入学後の学務業務における学籍・成績管理にのみ利用します。また取得した個人情報は適切

に管理し，利用目的以外には利用しません。 

 

（2）不測の事態が発生した場合の諸連絡 

災害や感染症の流行等により，試験日程や選抜内容等に変更が生じた場合は，次のホームページによ

り周知しますので，出願前や受験前は特に注意してください。 

 

 

 

 

 

   令和8年6月 

                        【問合せ先】 

                        名古屋大学 情報学部 教務学生係 

                        〒464‒8601 名古屋市千種区不老町 

                               電話（052）789‒4728/4823 

                                            FAX（052）789‒4800 

情報学部ホームページ 

URL https://www.i.nagoya-u.ac.jp 
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＊画面ボタンのデザインなどは予告なく変更となる場合があります。

▼
　　　　　　　　　　　をタッチし、申込情報を入力して「払込票／申込券」を発券ください。

https://www.sej.co.jp/services/multicopy

名古屋大学（編入学試験）

入学検定料等支払

学び・教育

TOP画面の「学び・教育」よりお申込みください。

最寄りの「セブン-イレブン」にある「マルチコピー機」へ。

端末より「払込票」（マルチコピー機）または「申込券」（Loppi）が出力されますので、
30分以内にレジにてお支払いください。

＊お支払い済みの入学検定料はコンビニでは返金できません。
＊お支払期限内に入学検定料のお支払いがない場合は、入力された情報はキャンセルとなります。
＊すべての支払方法に対して入学検定料の他に、払込手数料が別途かかります。

①コンビニのレジでお支払いください。

「取扱明細書」（マルチコピー機）または「払込受領証」（Loppi）。
②お支払い後、チケットとレシートの2種類をお受け取りください。

下記のコンビニ端末にてお支払いください（インターネット不要）

コンビニでの入学検定料支払方法

レシート取扱明細書
チケット形式

https://www.lawson.co.jp https://www.ministop.co.jp

TOP画面の「各種サービスメニュー」よりお申込みください。

最寄りの「ローソン」「ミニストップ」にある「Loppi」へ。

学び･教育･各種検定試験

「各種申込（学び）」を含むボタン

大学・短大、専門、
小・中・高校等お支払い

「取扱明細書」または「払込受領証」の
「収納証明書」部分を切り取り、志願票の「入学検定料
収納証明書貼付欄」に貼付して郵送ください。

貼付する場合、「感熱・感圧紙などを変色させる場合があります」と記載のある
糊は使用しないでください。「収納証明書」が黒く変色する恐れがあります。

取扱明細書

収納証明書

チケット形式
志願票

収納証明書

【操作などのお問合わせ先】 学び･教育サポートセンター   https://e-apply.jp/　※コンビニ店頭ではお応えできません。

1

2

3

お
申
込
み

お
支
払
い

出
願

マルチコピー機
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名古屋大学情報学部第3年次編入学に関する注意事項 

 

 

1．編入学年次 

編入学生の編入学年次は，３年次とします。 

 

2．卒業の要件 

編入学生は，２年以上在学し，卒業研究を含む所定の単位を修得しなければなりません。 

卒業研究の単位は，卒業論文を提出し，その内容が合格に達したと認定された学生に与えら

れます。 

 

3．既修得単位の認定等 

本学部第３年次に編入学した者が，大学，短大，または高等専門学校等において修得した

単位は，卒業に必要な単位の一部として認定します。ただし，すでに履修したカリキュラム

と，編入学後の学科のカリキュラムとが大きく異なる場合は，十分な単位振替ができないこ

とがあります。 

 

4．卒業に必要な単位の履修 

卒業に必要な単位のうち，上記で認められなかった残りの単位については，各学科（各教

育系）の定めるところによりそれぞれ履修しなければなりません。 
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名古屋大学情報学部概要 

 

 

情報が社会に果たす役割は近年ますます大きくなっています。人工知能，ビッグデータ，IoT（モノの

インターネット）など，情報技術は世界を革命的に変えつつあり，第４の産業革命とまで言われていま

す。この情報技術の革命により，利便性と効率性は飛躍的に向上しつつあり，更には人類に従来に無い

ような新たな価値を創造することが可能となりました。しかし一方で，多様で膨大な情報をもとに構築

された情報システムや社会制度は，多数の要素が複雑に絡み合っているために，新たな問題を引き起こ

すこともあり，それを単独の分野だけで解決することは困難となっています。そこで新たな学問が必要

となってきました。これまで，学問は人間を取り巻く環境である，自然・人間・社会・技術を構成要素

として発展してきましたが，新たに「情報」という学問分野が必要となってきたわけです。「情報学部」

は，まさに今社会が求めている人材を育成します。そして 2017年には，上で述べた情報学の理念の元に

それら全てを一体化した組織である，情報学部・大学院情報学研究科を創立しました。情報学部には，

自然情報学科，人間・社会情報学科，コンピュータ科学科の 3つの学科があります。 

 

 

自然情報学科の紹介 

 

自然情報学科は次に紹介する２つの教育系からなります。自然情報学科の学生はこの２つの教育系から

自分が所属したいものを選びます。 

ただし，系への所属は，原則として学生の希望を尊重しますが，希望者の偏りが大きい場合には調整を

行うことがあります。 

 

 

 

情報の生成・蓄積・伝達・制御，特に，通信や計算などの理解および応用には，さまざまな基礎的数学

理論および関連する応用理論が必要です。 

数理情報系では，基礎数学および情報科学・計算機科学をはじめとする広範な数理科学，それをサポー

トするコンピュータ利用技術，さらに自然現象・社会現象あるいは人工的・仮想的現象に対する数理モ

デルの構築と解析について教育と研究を行います。このことにより，「情報」を切り口としての数理科学

の発展を図ります。数理情報系の構成メンバーは，上記の広範な分野をカバーする研究を行っており，

関連する教育を担当します。 

 

現在取り組んでいる主な研究内容は次のとおりです。 

◎数学基礎論・数理論理学とその情報科学への応用 

◎離散数学とその符号・暗号の理論などへの応用 

◎アルゴリズム設計とその最適化などへの応用 

◎量子情報理論・量子計算理論とその量子情報科学への応用 

 

数 理 情 報 系 
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ナノ物質の設計原理は？，生命における多様性や特異性の仕組みは？，社会におけるコミュニケーショ

ンの起源は？，流体の流れを支配する原理とは？…など，物質・生命・人間の広範な課題を研究する強

力で現代的な手法が登場しつつあります。それが複雑系の科学です。複雑系は分子・エージェントなど

多数の要素によって構成されているシステムであり，要素間の相互作用によって，個々の構成要素単位

からは予期できないような高次の秩序や機能をダイナミックに，自律的に生み出すシステムです。複雑

系科学は，こうした秩序や機能の自己組織化過程を理解し，応用に結びつける科学ですが，その鍵は情

報の考え方と方法にあります。すなわち，自己組織化過程とは情報が生み出され，蓄積され，変換され

る過程であり，情報の考え方と方法によって複雑系に対する普遍的な視座を得ることができます。本系

では，人工生命・生体高分子・非平衡非線形現象における秩序パターンとカオス・量子素子・生態系の

多様性の起源・柔軟な知能システムなど多岐にわたる具体例を通して，複雑系における自己組織化過程

を究明します。また，理論・実験・計算の方法を総合して多様な対象の中に隠されている普遍的な情報

処理原理を明らかにし，応用技術を発展させます。とりわけ，複雑系を解析するための革新的な計算手

法に関する教育研究を行います。 

 

 

人間・社会情報学科の紹介 

 

人間・社会情報学科は次に紹介する２つの教育系からなります。人間・社会情報学科の学生はこの２つ

の教育系から自分が所属したいものを選びます。 

ただし，系への所属は，原則として学生の希望を尊重しますが，希望者の偏りが大きい場合には調整を

行うことがあります。 

 

 

 

情報技術は既存の社会や制度を大きく変え，今も変えつつあります。必要なのは，科学技術の新たな産

物を社会にうまく着地させ，その力を最大限に活用できるような技術と社会のよりよい関係をつくるこ

とです。社会情報系では，新たな科学的知見の獲得や技術的イノベーションとそれらの市民への提供，

社会規範や制度の設計・構築，さらには芸術に見られる新たな価値創造とその社会への定着などに関し

て学びます。その基盤の上で，ICT の利活用による様々な規模におけるコミュニティの活性化と科学技

術コミュニケーションの質的向上，さらにはソーシャル・メディアを含む情報の産出・流通・消費のグ

ランドデザインを構築します。とりわけメディア環境のグローバル化，マス・メディアとソーシャル・

メディアとの相違と相互影響という視点からの新たな人間観・社会観・価値観に基づくメディア・社会・

文化の構築を進めます。これらの教育や社会連携を通して，高度な倫理・規範意識と専門性が求められ

る職業を担うための深い学識及び卓越した人間力を培い，技術と社会のよりよい関係の構築に貢献する

人材を育成します。 

 

 

 

複雑システム系 

社 会 情 報 系 
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知・情・意などの人間の心の働きを，心理実験，社会調査，脳活動測定，コンピュータ・シミュレーショ

ン等の手法を用いて明らかにします。ハードウェアとしての「脳」，ソフトウェアとしての「認知情報処

理」，インタフェースとしての「身体」，さらには人間が作り出す環境としての「社会」との結びつきな

ど，多様な観点から人間の心の働きを理解するとともに，人と人，人と人工物，人と環境の間の相互作

用やコミュニケーションのメカニズム，プロセスを解明します。それらの人間の心に関する深い理解に

基づいて，システム，環境，サービス，社会等の各領域に表出する諸問題を解決し，新たな価値を創造

するためのコンセプト・方法，例えば，人間の特性に関する深い科学的理解に基づく VR（仮想現実感）

システム，AR（複合現実感）システムやその他自動化システムの設計，学習支援の開発，デザインや情

報伝達媒介の提案，幸福な高齢社会への提案，公正な社会の構築などを遂行できる人材を育成します。 

 

 

コンピュータ科学科の紹介 

 

コンピュータ科学科は次に紹介する２の教育系からなります。コンピュータ科学科の学生はこの２つの

教育系から自分が所属したいものを選びます。 

ただし，系への所属は，原則として学生の希望を尊重しますが，希望者の偏りが大きい場合には調整を

行うことがあります。 

 

 

 

 

情報システム系では，社会の利便性，安全性，快適性の向上を実現する情報システムに関する知識と技

術を学びます。情報システムを正しく効率的に設計・構築するために，コンピュータの動作原理となる

アルゴリズムおよび計算モデル，ディペンダブルな情報システムを実現するためのシステムアーキテク

チャとソフトウェアを構築する理論と技術，さらに，計算機ネットワークやスーパーコンピュータのよ

うな実際の情報システムについて学びます。 

 

以下のような点に着目して情報システムに対する知識と技術を学びます。 

・計算モデル 

抽象的な計算モデルに基づいて行われる計算の効率や望ましい性質を導くための基本的な知識（計算

アルゴリズム，書換え計算モデルなど） 

・情報プラットフォーム 

コンピュータを情報システムで利用するためのディペンダブルで効率的なシステムアーキテクチャと

基盤ソフトウェア（マルチコアシステム，オペレーティング・システムなど） 

・ソフトウェア 

情報システムの振舞いを決めるソフトウェアの設計・構築・検証およびテストのための理論および技

術（プログラミング言語の理論，ソフトウェアアーキテクチャ設計など） 

 

心理・認知科学系 

情報システム系 
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・情報ネットワーク 

情報システムを構成するために不可欠なコンピュータネットワークの構成と応用のための知識と技術

（ネットワークアーキテクチャ，並列コンピュータシステムなど） 

上記の知識と技術を学修することで，情報科学技術に対する深い知識と理解に基づいて先端的でディペ

ンダブルな情報システムが構築できることをめざします。 

 

 

 

 

知能システム系では，知能システムを創造するための，実世界のデータ化と解析，人間と情報システム

とのインタフェースに関する知識と技術を学びます。情報システムを社会課題の解決に活用するために，

実世界，すなわち自然，人工物，社会活動から情報をとりだし，人間にとって意味ある形式として情報

を処理し，それを実世界に働きかけ，その結果をさらなる情報として取り出すための理論と技術を学び

ます。情報システムの基礎理論と知識の上に，知能システムの基盤となる理論と技術として，数値解析，

各種信号処理，パターン認識を，知能処理のシステムを設計するための理論と技術として，最適化，人

工知能，知能ロボットシステムを，さらに実世界に存在するビッグデータの利活用のための理論と技術

としてデータベースを学びます。 

 

以下のような点に着目して知能システムに関する理論と技術を学びます。 

・信号・パターン処理 

実世界のデータ化と解析のための理論とアルゴリズム（情報理論，確率・統計，数値解析，機械学習，

信号処理，画像処理，自然言語処理など） 

・知能システム 

実世界に働きかけるシステム設計の技術と社会実装のための知識（ソフトウェア開発法，プログラミ

ング，計算機アーキテクチャ，最適化，人工知能，知能ロボットシステムなど） 

・データ工学 

実世界に存在するビッグデータの利活用のための理論と技術（データマイニング，データベースなど） 

上記の知識と技術を学修することで，情報科学技術に対する深い知識と理解に基づいて社会課題の解決

に貢献する知能システムが構築できることをめざします。 

知能システム系 
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令和９年度 

名古屋大学情報学部第 3年次編入学 志願票 
 

※ 

受 験 番 号 

 

 
志 願 学 科 学科 

志 願 教 育 系 系 

ロ ー マ 字 氏 名  

フ リ ガ ナ  

氏 名  

生 年 月 日 （西暦）        年     月     日 性別 男 ・ 女 

国 籍   日本  ・  日本以外 （国名等                        ） 

職 業   学生  ・  学生以外 （職業等                        ） 

連 絡 先 

（現住所） 

〒      － 

 

携帯電話 （       ）       － 

電 話 （       ）       － 

Ｅメールアドレス ＠  

学 歴 

（西暦）        年     月      国立 ・ 公立 ・ 私立 ・ 外国 

高等学校卒業 

（西暦）        年     月      国立 ・ 公立 ・ 私立 ・ 外国 

 大学・短期大学 

高等専門学校 

専修学校 

学部 学科入学 

 

専門課程 

（西暦）        年     月 
 

同上   卒業（見込）   ・   退学   ・   （     ）年在学 （     ）単位修得（見込） 

職 歴 

（西暦）        年     月 ～        年     月 

（西暦）        年     月 ～        年     月 

（西暦）        年     月 ～        年     月 

記入上の注意 

1． 文字は，楷書で，黒インク又は黒ボールペンで記入してください。 

2． ※印欄は記入しないでください。 

3． 氏名欄は通称・略字を使用せず，必ず戸籍どおりに記入してください。 

4． 性別，国籍，職業，学歴欄は，該当するものを○で囲んでください。 

5． 職業の学生以外の欄には，例えば無職，会社員，主婦等と記入してください。 

6． 学歴，職歴はすべて記入すること。書き切れない場合は裏面を使用してください。 

写真貼付欄 
1.写真は正面，上半
身，脱帽で，3 ヶ
月以内に撮影の
ものに限る。 

2.全面のり付けする
こと。 

 
縦 × 横 

4㎝  3㎝ 

(西暦)   年   月 撮影 

収納証明書 貼付欄 



氏 名

受 験 番 号 志 願 学 科

志願教育系

フ リ ガ ナ

※

男・女

志願の動機（卒業後の希望・進路を含む。）

※印欄は記入しないでください。

学科

系

令和９年度

名古屋大学情報学部第 3 年次編入学　志願理由書

140215KB
取り消し線



写 真 票

※
受験番号

志望学科

氏 名

生年月日

フ リ ガ ナ

※ ※ ※ ※

小論文受験者心得 面接コンピュータ
科学基礎 数学

※印欄は記入しないでください。※印欄は記入しないでください。

写真貼付欄

（ ）縦
4 cm

× 横
3 cm

1 ．写真は正面，上
半身，脱帽で，3
か月以内に撮影
のものに限る。

2．全面のり付けす
ること。

（西暦）　　　年　   月　  日生  男・女

自然情報学科
人間・社会情報学科

コンピュータ科学科 自然情報学科
コンピュータ科学科

令和 9年度

名古屋大学情報学部第 3年次編入学試験

受 験 票

※
受験番号

志望学科

氏 名

生年月日

フ リ ガ ナ

（西暦） 年　　　月　　　日生　　男・女

1  　第 1次選考（筆記試験）
（1）試験当日は，9 時 00 分までに情報学部玄関で，受験に関する注意事項の

掲示を確認し，9時 20 分までに試験室に入室してください。
（2）試験室には，本受験票を携帯し，係員の指示に従って机上に置いてくだ

さい。
（3）試験では，黒鉛筆（シャープペンシルも可），消しゴム，鉛筆削り（電動式

を除く），時計（計時機能だけのもの），眼鏡以外の用具は机上に置くこと
はできません。ただし，コンピュータ科学基礎，数学の試験では定規（分
度器付き定規は除く）・コンパスを持ち込み使用しても差し支えありません。

　（4）試験室では携帯電話や音の出る機器等は，アラーム設定を解除した上で
電源を切ってください。また，これらを身につけることは認めないので，
かばん等に入れてください。

2  　第 2 次選考（面接）
　（1）試験当日は， 所定の時間までに情報学部玄関で掲示を確認し，控室に入

室してください。
  （2）面接の順番，実施方法等は当日控室で説明します。
　（3）控室には，本受験票を携帯してください。
　（4）館内では，試験が終了し館外へ退出するまで携帯電話の使用を禁止しま

す。アラーム設定を解除した上で電源を切り，かばん等に入れてください。
　（5）控室で面接の順番を待つ間は静粛にしてください。また，読書等をして

も構いません。ただし，電子機器・通信機器等の使用は禁止します。

令和9年度

名古屋大学情報学部第 3年次編入学試験

140215KB
取り消し線

140215KB
取り消し線

140215KB
取り消し線



 

 

〒464-8601

名古屋市千種区不⽼町

名古屋⼤学
情報学部教務学⽣係 御中

志 

願 

者

志願学科名 学科

住  所

〒

⽒  名

必 要 料 ⾦
分 の 切 ⼿
を 貼 っ て
ください

（
第
３
年
次
編
入
学
願
書
在
中
）

簡
易
書
留
・
速
達



受験番号 

※ 

※印欄は記入しないでください。 

令和９年度 

名古屋大学情報学部第３年次編入学試験 

出願書類チェック表 
 

志願学科名 
（○で囲む） 

自然情報学科 ・ 人間・社会情報学科 ・ コンピュータ科学科 

フリガナ  

氏  名 
 

 

・以下の順番（志願票が一番上）になるよう出願書類をこのチェック表とともに郵送してください。 

・封入前に必ず以下の必要書類を確認し，「出願者チェック欄」に✔印を記入してください。 

・出願後の書類の変更，差替，返却は受け付けません。 

 

No. 提出書類 注意事項 
出願者 

チェック欄 

大学 

チェック欄 

① 志願票，受験票，写真票 

本学所定のもの 

志願票と写真票には写真（縦4㎝×横3㎝，正面向

き，上半身，脱帽で，出願前3ヶ月以内に撮影した

もの）を貼ること。 

  

② 志願理由書 本学所定のもの   

③ 出願資格を証明する書類    

④ 成績証明書    

⑤ 英語外部試験の成績通知書 

右のチェック欄の記載方法については，下記を参

照してください。 

① 出願書類に同封する場合は「同封」に○を付

してください。 

② 後日郵送する場合は「後日郵送」に○を付し

てください。 

※一旦提出した後の返却や差替は不可 

同封 

・ 

後日郵送 

 

⑥ 入学検定料 

コンビニエンスストアで入学検定料を払込みした

際に受領した「収納証明書」を志願票の所定欄に貼

ること。 
  

⑦ 受験票送付用封筒 

市販の封筒 

長形 3号（23.5㎝×12 ㎝）の封筒に，郵便番号，

受信場所，氏名を記入し，切手（410 円）を貼付し

たもの。 

  

⑧ 合否通知用封筒 

市販の封筒 

長形 3号（23.5㎝×12 ㎝）の封筒に，郵便番号，

受信場所，氏名を記入し，切手（410 円）を貼付し

たもの。 

  

最終 

チェック 

ダウンロードした様式は，A4版用紙に片面印刷されていますか。   

記入漏れがないか，すべての書類を確認しましたか。   
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